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川嶋市牡鋪鵬縫合地域色積雪撥センター調整諌  

■設置目的  ①基幹型在宅介護支援センター経験職員の有効活用  

②区役所に新たな業務が付加されることに伴う支援体制  

③市や区、地域包括支援センターへ移管できない基幹型在支業務   

○区と地域包括支援センターの協働体系づくり  

○ケアマネジメント1」一夕一事業の継続と継承  

○基幹型在支C業務の引継ぎと地域型在支C業務の継承 等  

■基本業務  

※「tl整曝」の主な日常菓精  

β磨斬感謝訂 → ケアマネ、サービス事業所、行政、包括C等から  
の個別相談（制度確認、ケース対応、苦情、悩み など）  

・多産会蒸卿 → 介護支援専門員連結会議・地域包括支援  

センター連絡会議の主催、地域ケア会議・サービス担当者会議等開催支援  

・‡ケアマネジメットリーダー妻著 → ケアマネと関係団体等との連携構築、  

電話相談事業運営、研修会の開催、介護支援専門員連結会運営支援 等ケ  
アマネジャー及びサービス事業者支援（主に全市的な業務）  
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在宅介護ネットワークのた助の「見守り介護スコア」（Ver，2）  
【記入日】 平成  年  月  日 【記入者氏名】  【連絡先電話】  

評   価  傭考・考察  

05 見守り程度・不明  1一人で可  

05 見守り程度・不明  1一人で可  

05 見守り程度・不明  l一人で可  

05 見守り程度・不明  l一人で可  

調理、掃除等  0困難又は不可  1一人で可  

スコア得点   対   応  

20～30点  第1次見守り。現状のまま様子を見ていく。少しでも変化があった場合には再チェックを行う。  

去  

の  
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川崎区地域ケア連絡会議運営委員会  
相談受付票  

相旗日 平成  年  月   日  

氏 名  
欄 穫（ケアマネジャー、訪閻看護師、ヘルパー、その他）  
連絡先  TEL  FAX  その他（Eメールなど）  

相談したいケースの住所地   川崎区   町  

1現在あなたが■わっているケースについて、相談したいと思われる理由・庫因はなんですか。  

＜1■持だと患う（疑いを含む）＞  

□介護を放棄している  □体にあざが見られる  

ロ介護者による乱暴な言葉づかい   □その他（  

＜2 キーパーソンがいない＞  

□独居で痴呆が進んでいる  □圭介謹者に判断能力がない、又は低い  

□家族がキーパーソンになり得ない   □その他（  

＜3 近所周辺と揉め■をおこしている＞  

ロ本人の精神状態・痴呆による  ロ周囲から見て、火の不始末に不安がある  

口その他（  ）  
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事例か弓学ぶ謙語⑨  

【そ の 他】  

■警察の虐待防止法に対する理解  

■意思能力がはっきりした被虐待者の保護  

t虐待者の精神的なより所の確保  

■メンバーの不全感管理（短期・優先目標の設定と確認）  

■特定の機関（行政や包括C）に役割が集中しがち  

などなど  

事例から学併謙語④  

【地域包括支援センターの役割の視点】  

■虐待通報（相談）受付機関としての機能と認知   

虐待相談受付時の対応の徹底と市民や各機関への周知が必要。しかし、  
忙しそうだからと相談を遠慮されてしまうことも。  

暮虐待対応チームの構築と維持機能   

行政を含む動揺するチームメンバーヘのサボーティプな関わりが必要  

1専門性と客観性の維持と補完  

個別ケース対応だけでなくチームを構成・維持していく「専門性」と  
「客観性」（維持・補完が必要）  

■家族支援機能  

虐待者でもある家族への支援機能。  
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